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令和８年度芸備線再構築方針作成等に関する
調査事業（方針作成等調査事業）の実施



○ 令和８年度調査事業（方針作成等調査事業）

（名称）

芸備線再構築方針作成等に関する調査事業（方針作成等調査事業）

（目的）

・令和７年度の新調査事業においては、実証事業Ａの結果に基づく鉄道の地域経済効果の検証等
や、実証事業Ｂに向けたバスの地域経済効果の試算等といったデータ収集・分析の作業を進め
ている

・この点、令和８年度においては、前年の実施プロセスと同様に、実証事業Ｂの結果に基づくバ
スの地域経済効果の検証等を行う必要

・また、これらのデータ収集・分析に基づいて、鉄道とバスの地域経済効果の比較検討を中心に
総合的な分析を行った上で、最適な交通モードについて議論し、協議会の目的である３年以内
を目安とした再構築方針の作成について議論する必要

・このため、令和８年度において、方針作成等調査事業を実施する

（事業委託：方針作成調査事業）

・方針作成等調査事業を来年度当初から開始する方針

・この点、株式会社野村総合研究所は、調査事業Ａ・新調査事業を受託し、地域経済効果の試算
等や実証事業Ａ・Ｂで検証する各施策の提案を行うなど、これまで協議会の議論に深く関与

・各調査事業における同社の専門的知見や膨大な収集データの蓄積を生かし、これまでの継続的
な議論に即応して年度当初からシームレスに調査を進める観点から、引き続き、同者と委託契
約を行って事業実施する
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令和８年度調査事業（方針作成等調査事業）の実施



2

方針作成等調査事業の具体的内容

１．実証事業Ｂに関するデータ収集・分析

・実証事業Ｂにおける他の交通モードの実証運行と並行して、アンケート調査その他のデータ
収集・分析を実施する

２．実証事業Ａ（令和８年４～６月）に関するデータ収集・分析

・前年に引き続き、令和８年４～６月にかけて継続する実証事業Ａと並行して、データ収集・
分析を実施する

３．総合的な分析（地域経済効果の比較検討 等）

・調査事業Ａ・新調査事業・実証事業Ａ・実証事業Ｂで収集・分析したデータを活用した上
で、鉄道・他モードの地域経済効果について比較検討する

・このほか、最適な交通モードを判断するに当たっては、鉄道・他モードの地域経済効果の比
較検討のほか、データとファクトに基づき、鉄道・他モードの再構築に係る初期費用・運行
費用・自治体負担、鉄道・他モードが有する定性的価値、利用者数や交通事業者の現況等も
踏まえて総合的な判断を行うため、論点整理を行う

４．再構築方針案の検討

・総合的な分析を踏まえて協議会において最適な交通モードについて議論した上で、交通手段
再構築（鉄道再構築又はモード転換）に関する「芸備線再構築方針（仮称）」について検討する

具体的内容
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